
 

第 42 回全国高等学校総合文化祭開催事業 

全国高等学校総合文化祭推進室 

 

１ 事業目的  

各部門のプレ大会の開催や各種組織との連携により、高校生主体の大会となるよう準備を進め、

長野県初となる第 42 回全国高等学校総合文化祭(2018 信州総文祭)を平成 30年８月に開催する。 

 

２ 事業内容 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

３ 平成３０年度予算額  ２億４７１２万８千円 
 

■長野県で初となる高校生の文化の祭典『2018信州総文祭』開催■ 
 

○開催時期：平成 30 年８月７日(火)～８月 11 日(土) ５日間 

○開会行事：総合開会式(まつもと市民芸術館)、パレード(松本市街地) 

○開催部門：演劇、合唱、吹奏楽、器楽・管弦楽、日本音楽、吟詠剣詩舞、郷土芸能、 

ﾏｰﾁﾝｸﾞﾊﾞﾝﾄﾞ・ﾊﾞﾄﾝﾄﾜﾘﾝｸﾞ、美術・工芸、書道、写真、放送、囲碁、将棋、 
弁論、小倉百人一首かるた、新聞、文芸、自然科学、特別支援学校、 
ボランティア、軽音楽、ダンス、産業（農業、工業、商業、家庭）、人形劇 

【17市町 28 部門】 

○参加者数：県内外から約 13万人（高校生 2万人を含む） 
 

＜長野県らしい取組＞ 

 ・地域の特色を活かした開催地 
 ・パレードゴール後に松本城を背景にしたクロージングセレモニーの開催 
 ・「信濃の国」を取り入れたイメージソング 等 
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プレ大会での課題の洗出しと企画の検討 

■各組織等との連携 
・全国・県高文連 
・芸術監督団 
・韓国高校生(ﾌｪｽ)・協賛企業等 

 

 

■専門部の強化 
・外部講師による講習会の開催 
・専門部生徒部会の設立・開催 
・みやぎ総文の視察、出演 

■大会機運の醸成 

・ＰＲイベント開催 

・イメージソングの作成・普

及 

・公式HPの開設 

・ＰＲグッズの制作 

・協賛募集 等 

〔信州なび助〕 

■運営組織の構築 
・実行委員会の設立・開催 
・生徒実行委員会の設立・開催 
・国際交流事業の実施 

総合開会式(まつもと市民芸術館)、パレード(松本市街地)、28 専門部による発表・展示 

■専門部の育成 
・吟詠剣詩舞、郷土芸能、弁論、 
自然科学部門の新設 
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史上最多の 

部門数でござる！ 

主体性・多様性・ 
協調性の促進 

文化芸術活動への
関心の高まり 

＜高校生＞ 

地域の伝統文化 
の継承 

長野県ファンの 
増加 

＜県民＞ ＜地域＞ ＜県外＞ 

大会基盤の強化 / 確実な準備 

【2018 信州総文祭プレ大会開催】 
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